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人文社会科学研究科長　 原口 弥生

新・人文社会科学研究科で未来づくりに参画！
　人文社会科学研究科は、「変化の激しい社会において、永く高度専門
職業人として活躍できる広い視野を持ちながら、自ら専門性を深化・拡
張し学び続けられる人材を養成するため、様々な志願者の多様なニーズ
に対応した、深い専門性と質の高い教育を提供する」というビジョンを
掲げています。
　本研究科は2021年度に改組を行っており、2専攻9コースという幅
広い専門分野を学ぶことができます。人文科学専攻には文芸・思想、歴
史・考古学、心理・人間科学、公認心理師の各コースを配置し、社会科
学専攻にはメディア・情報社会、国際・地域共創、法学・行政学、経済学・
経営学、地域政策研究の各コースを配置しています。
　これらの編成のもと、先のビジョンを実現するための基本方針は以下のとおりです。

●新たな時代に対応できる人材の養成と体系的なカリキュラム
　カリキュラムは、コアカリキュラム・拡充カリキュラム制をとり、深い専門性と幅広い視
野を養います。また、テクノロジーが人間社会に与える影響の基礎を学ぶ科目の必修化など、
新たな時代に対応できる人材の養成を目指します。

●多様な学生のための多様で柔軟な履修タイプ別の教育
　一般学生、リカレント、留学生のそれぞれの特性に対応して、タイプ別に履修します。こ
うした多様な価値観や背景を持つ学生が共に学びあう機会を担保しつつ、すべての履修タイ
プにおいて、体系的な学修を提供します。

●公認心理師養成のための機能強化
　学部から継続した６年一貫の教育体制の構築としての専門コースを設置します。資格対応
も含んだニーズの高い心理学分野の強化を行うのと同時に、特色のある科目の履修によって、
より実践性の高い専門家を養成します。

　新しい人文社会科学研究科で共に学び、未来づくりに参画しましょう。未来を作るのは皆さ
んです。

研 究 科 長 挨 拶
■人文社会科学研究科での学び
　人文社会科学研究科の特徴････････････････････････････････････････････････ 3
　カリキュラムの概要 ････････････････････････････････････････････････････････ 4
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　サステイナビリティ学教育プログラム ･････････････････････････････････ 6
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カリキュラムの概要

人文社会科学研究科の特徴

　わたしたちの研究科では、専門性の深化を目指す「コアカリキュラム」と、幅広い視野の涵養を目指す「拡充カリキュラム」を
組み合わせて、体系的な教育課程を編成し、学生が主体的に自らの専門分野の能力をデザインできるようにします。
　AIを含む科学技術の革新が人間の身体や心理、文化、社会にどのように影響を与えるのかについて知識を深めることを目的と
して、必修科目として基礎的な科目「テクノロジーと人間社会I」を履修します。また、より発展的な内容を履修する「テクノロジー
と人間社会II」を選択科目として学ぶこともできます。

大学院共通科目
広い俯瞰的な視野とコミュニケーション力、創造性と想像力を
養成するため、世界の俯瞰的理解や文系理系にまたがる幅広く
学術分野を超えた科目を配置する。

拡充専門科目
広い視野を持ちながら、自
ら専門性を深化・拡張し多
彩な学問的アプローチがで
きる人材を養成するため、
他コースから他大学院まで
の幅広い多様な専門科目を
学生のニーズに応じて主体
的に選択できる配置とする。

キャリア支援科目
高度専門職業人としての資
質向上及び実践的コミュニ
ケーション能力や社会人とし
ての姿勢・能力を養成する
ため、学部新卒学生や留学
生に対し、インターンシップ
科目をはじめとする実践的
な科目を配置する。

研究科共通科目
選択科目として専門の基礎
知識を固める専門基礎科目、
地域の課題に取り組む「持
続可能なコミュニティ・デザ
イン論」、必修科目としてAI
を含むテクノロジーの変化
が人間や社会に与える影響
を学ぶ科目を配置する。

研究指導科目
各専門分野に特化した研究
手法や研究倫理を学び、共
通科目や専門科目で学修し
た内容を踏まえ、専門知識
の深化と応用する科目を配
置する。

コア専門科目
高度専門職業人に求められ
る専門性の深化を図るため、
各コースの専門性に応じた
科目を配置する。

広い視野を持ち、自ら専門性を深化・拡張し学び続けられる高度専門職業人養成のための体系的なカリキュラム

修士論文（特定課題研究）
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（研究法）

幅広い視野の涵養専門性の深化

拡充カリキュラムコアカリキュラム
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年
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年
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人文社会科学研究科での学び

　変化の激しい社会の中で、永く高度専門職業人であり続けるためには、広い視野を持ちながら自ら専門性を深化・拡張し学び
続けられる能力が必要です。わたしたちの研究科では、人文科学あるいは社会科学に関する探求を通じて、高い専門知識と能力
を持ちつつ、複眼的な視野で物事を判断し、多様な人びとと協働しながら社会の持続的な発展のために寄与する人材を育成す
ることを目標としています。

■研究科の目的

　わたしたちの研究科は、平成3年度に文化構造専攻と言語文化専攻の2専攻体制で発足しました。また、平成6年度に地域政
策専攻が、平成12年度にコミュニケーション学専攻が置かれ、4専攻となりました。その後、平成21年度には文化科学専攻と地
域政策専攻の2専攻となり、平成26年度に地域政策専攻は社会科学専攻に名称変更しました。そして、令和3年度からは文化
科学専攻が人文科学専攻に名称変更し、人文科学専攻には、文芸・思想、歴史・考古学、心理・人間科学、公認心理師の４コースが、
社会科学専攻には、メディア・情報社会、国際・地域共創、法学・行政学、経済学・経営学、地域政策研究（社会人）の５コースを設
置しています。

■研究科の沿革

　修業年限は2年で、所定の単位を修得し、指導教員のもとで研究の成果を論文等にまとめ、審査と最終試験に合格すると、修
士（学術）の学位が授与されます。また、さらに、中学校教諭および高等学校教諭の１種免許状の授与資格を得ている人が、研究
科に在学して所定の単位を修得した場合には、それぞれの専修免許状（国語、社会、地理歴史、公民、英語）を取得する資格が得ら
れます。

■課程の概要

　わたしたちの研究科では、大学院で再び学び直すことを希望する社会人のために、入試において特別選抜を行っています。
また、職業を有する人の修学の便宜を図って、長期履修制度や夜間開講等の仕組みも設けられています。社会科学専攻には、
自治体職員や地方議会議員を対象としたコースもあります。社会人向け相談窓口も設置しています（詳細は、14ページ）。

■社会人のために

　わたしたちの研究科では、外国人留学生を積極的に受け入れるため、入試において特別選抜を行っています。入学後は、イン
ターンシップ等のキャリア支援科目や日本語表現力向上のための科目など、将来のキャリア・パスに役立つ学びの機会を提供し
ています。

■外国人留学生のために

　わたしたちの研究科では、人文科学または社会科学分野における基礎的な知識・技能を有し、計画的・主体的に学び続ける
姿勢を持った方の入学を歓迎します。在学中には、幅広い視野と深い専門性を身につけ、高度な思考力，判断力，表現力及びコ
ミュニケーション能力を養っていただきたいと思います。　修了後には、高度専門職業人として、多様な人びとと協働しながら、
社会の持続的な発展を先導し、地域・社会の抱える諸課題への解決と活性化について、主体的、積極的に取り組むことを期待し
ています。

■皆さんの入学を歓迎します
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カリキュラムの概要

人文社会科学研究科の特徴

　わたしたちの研究科では、専門性の深化を目指す「コアカリキュラム」と、幅広い視野の涵養を目指す「拡充カリキュラム」を
組み合わせて、体系的な教育課程を編成し、学生が主体的に自らの専門分野の能力をデザインできるようにします。
　AIを含む科学技術の革新が人間の身体や心理、文化、社会にどのように影響を与えるのかについて知識を深めることを目的と
して、必修科目として基礎的な科目「テクノロジーと人間社会I」を履修します。また、より発展的な内容を履修する「テクノロジー
と人間社会II」を選択科目として学ぶこともできます。

大学院共通科目
広い俯瞰的な視野とコミュニケーション力、創造性と想像力を
養成するため、世界の俯瞰的理解や文系理系にまたがる幅広く
学術分野を超えた科目を配置する。

拡充専門科目
広い視野を持ちながら、自
ら専門性を深化・拡張し多
彩な学問的アプローチがで
きる人材を養成するため、
他コースから他大学院まで
の幅広い多様な専門科目を
学生のニーズに応じて主体
的に選択できる配置とする。

キャリア支援科目
高度専門職業人としての資
質向上及び実践的コミュニ
ケーション能力や社会人とし
ての姿勢・能力を養成する
ため、学部新卒学生や留学
生に対し、インターンシップ
科目をはじめとする実践的
な科目を配置する。

研究科共通科目
選択科目として専門の基礎
知識を固める専門基礎科目、
地域の課題に取り組む「持
続可能なコミュニティ・デザ
イン論」、必修科目としてAI
を含むテクノロジーの変化
が人間や社会に与える影響
を学ぶ科目を配置する。

研究指導科目
各専門分野に特化した研究
手法や研究倫理を学び、共
通科目や専門科目で学修し
た内容を踏まえ、専門知識
の深化と応用する科目を配
置する。

コア専門科目
高度専門職業人に求められ
る専門性の深化を図るため、
各コースの専門性に応じた
科目を配置する。

広い視野を持ち、自ら専門性を深化・拡張し学び続けられる高度専門職業人養成のための体系的なカリキュラム

修士論文（特定課題研究）

拡充専門科目

大学院共通科目

研究科共通科目

キャリア支援科目研究指導科目
（専門基礎演習）

コア
専門科目
コア
専門科目

コア
専門科目
コア
専門科目

研究指導科目
（課題研究演習）

研究指導科目
（研究法）

幅広い視野の涵養専門性の深化

拡充カリキュラムコアカリキュラム

２
年
次

1
年
次

Graduate School of Humanities and Social Sciences

人文社会科学研究科での学び

　変化の激しい社会の中で、永く高度専門職業人であり続けるためには、広い視野を持ちながら自ら専門性を深化・拡張し学び
続けられる能力が必要です。わたしたちの研究科では、人文科学あるいは社会科学に関する探求を通じて、高い専門知識と能力
を持ちつつ、複眼的な視野で物事を判断し、多様な人びとと協働しながら社会の持続的な発展のために寄与する人材を育成す
ることを目標としています。

■研究科の目的

　わたしたちの研究科は、平成3年度に文化構造専攻と言語文化専攻の2専攻体制で発足しました。また、平成6年度に地域政
策専攻が、平成12年度にコミュニケーション学専攻が置かれ、4専攻となりました。その後、平成21年度には文化科学専攻と地
域政策専攻の2専攻となり、平成26年度に地域政策専攻は社会科学専攻に名称変更しました。そして、令和3年度からは文化
科学専攻が人文科学専攻に名称変更し、人文科学専攻には、文芸・思想、歴史・考古学、心理・人間科学、公認心理師の４コースが、
社会科学専攻には、メディア・情報社会、国際・地域共創、法学・行政学、経済学・経営学、地域政策研究（社会人）の５コースを設
置しています。

■研究科の沿革

　修業年限は2年で、所定の単位を修得し、指導教員のもとで研究の成果を論文等にまとめ、審査と最終試験に合格すると、修
士（学術）の学位が授与されます。また、さらに、中学校教諭および高等学校教諭の１種免許状の授与資格を得ている人が、研究
科に在学して所定の単位を修得した場合には、それぞれの専修免許状（国語、社会、地理歴史、公民、英語）を取得する資格が得ら
れます。

■課程の概要

　わたしたちの研究科では、大学院で再び学び直すことを希望する社会人のために、入試において特別選抜を行っています。
また、職業を有する人の修学の便宜を図って、長期履修制度や夜間開講等の仕組みも設けられています。社会科学専攻には、
自治体職員や地方議会議員を対象としたコースもあります。社会人向け相談窓口も設置しています（詳細は、14ページ）。

■社会人のために

　わたしたちの研究科では、外国人留学生を積極的に受け入れるため、入試において特別選抜を行っています。入学後は、イン
ターンシップ等のキャリア支援科目や日本語表現力向上のための科目など、将来のキャリア・パスに役立つ学びの機会を提供し
ています。

■外国人留学生のために

　わたしたちの研究科では、人文科学または社会科学分野における基礎的な知識・技能を有し、計画的・主体的に学び続ける
姿勢を持った方の入学を歓迎します。在学中には、幅広い視野と深い専門性を身につけ、高度な思考力，判断力，表現力及びコ
ミュニケーション能力を養っていただきたいと思います。　修了後には、高度専門職業人として、多様な人びとと協働しながら、
社会の持続的な発展を先導し、地域・社会の抱える諸課題への解決と活性化について、主体的、積極的に取り組むことを期待し
ています。

■皆さんの入学を歓迎します

4



履修タイプ制
　わたしたちの研究科の学びには、高度専門職業人を目指し専門深化を志向する日本人学生、社会変化への対応など学び直し
を希望する多様な社会人、日本での学びを将来のキャリア・パスに活かしたい留学生などのニーズがあります。こうした学生の
特性に応じて、一般専門教育（A）、リカレント専門教育（B）、留学生専門教育（C）という3つのタイプの履修を設置します。なお、
履修タイプは科目区分ごとの修了要件単位数の違いであり、同一名の科目では、どの履修タイプの学生も一緒に学びます。

サステイナビリティ学教育プログラム
環境問題やエネルギー・資源の不足、水・食料の逼迫、人口問題などを解決して、社会の持続可能性（サステイナビリティ）

をいかに確保するかは、現代の大きな課題になっています。本プログラムは、基盤科目や海外及び国内での現場演習を通して、
これらの問題を把握する俯瞰的視点と専門分野の知識をつなぐ分野横断的な勉学の機会を提供します。
プログラムの履修に当たっては、共通コア科目「サステイナビリティ学最前線」2単位、俯瞰型科目から4単位以上及び専門科
目から1単位以上を修得し、計10単位以上を履修することが必要です。所定の修了要件を満たした学生には、コース履修の修
士号に加えて、「茨城大学大学院サステイナビリティ学教育プログラム修了認定証」（茨城大学長名）、「SSC共同教育プログラム修
了認定証」（茨城大学長及びSSC理事長名）が与えられます。

Graduate School of Humanities and Social Sciences

人文社会科学研究科での学び

区　　　分 Aタイプ
一般専門教育

Bタイプ
リカレント専門教育

Cタイプ
留学生専門教育

課題研究演習 4 4 4

コア専門科目 10～14 8～16 8～12

専門基礎演習 2 2 2

研究法 2 2 2

拡充専門科目
他コース／他専攻の専門
科目及び、他研究科／他
大学院の専門科目

6～2 8～4 6～2

キャリア支援科目 2※1 0 4～2

研究科共通科目 2 2 2

大学院共通科目 2 4～0 2

修了要件：合計３０単位以上♦

♦公認心理師コースの修了要件は38単位であり、コア専門科目でＡ・Ｂタイプとも24単位を修得する必要があります。
　また、キャリア支援科目は履修要件に含まれません。（※1）。

コア・
カリキュラム

拡充
カリキュラム

Aタイプ：一般専門教育

想定される志願者：学内外の日本人学生、国内大学を卒業した留学生、公認心理師を志望する学部生など
カリキュラム： 専門深化をしつつ、より多様なニーズにも対応。

B タイプ：リカレント専門教育

想定される志願者：地域政策研究（社会人）コース志願者、公認心理師の志願者、幅広い層の社会人
カリキュラム： 広く教養や知見を深めたい方にも、特定テーマを深く掘り下げたい方にも対応した自由度

の高い履修方法を提供。専門を転向した方向けの専門基礎教育を強化、社会人のための教
養の充実。

C タイプ：留学生専門教育

想定される志願者：さまざまな国籍やバックグラウンドをもつ留学生
カリキュラム： 茨城県をはじめとする地域社会で、専門性を生かしつつ、学びの継続を可能とする履修方

法を提供。インターンシップ等のキャリア支援の強化と専門性の充実。修了要件外の自由
科目として、「日本語表現法」を設定。
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人文社会科学研究科での学び

SSCは、サステイナビリティ・サイエンスの視点に立脚した教育による新しい人
材の育成や、企業・行政・一般市民への普及啓発や実践活動の展開を推進支援する
ことを目的として、幅広い活動に取り組む団体です。必修科目「サステイナビリティ
学最前線」は東京大学、大阪大学、国連大学、茨城大学などSSC参加大学で共同開
講されています。

【SSC（Sustainability Science Consortium）について】

区　分 科目名 備　考 単位

コ
ア
科
目

基
盤
科
目

サステイナビリティ学最前線※ 共通コア科目・必修（2単位） 2

地球環境システム論Ⅰ

 「俯瞰型科目」
 （4単位以上）

1

地球環境システム論Ⅱ 1

持続社会システム論Ⅰ 1

持続社会システム論Ⅱ 1

人間システム基礎論Ⅰ 1

人間システム基礎論Ⅱ 1

演
習
科
目
※

国際実践教育演習 2

国内実践教育演習 2

ファシリテーション能力開発演習Ⅰ 1

ファシリテーション能力開発演習Ⅱ 1

専
門
科
目

人
文
社
会
科
学
研
究
科
専
門
科
目

アジア経済論研究Ⅰ・Ⅱ

「サステイナビリティ学関連科目」

各2

グローバル化と地域開発研究 2

持続可能な開発とSDGs研究 2

家族社会学研究Ⅰ・Ⅱ 各2

環境社会学研究Ⅰ・Ⅱ 各2

国際政治学研究Ⅰ・Ⅱ 各2

社会行動論研究Ⅰ・Ⅱ 各2

社会地理学研究Ⅰ・Ⅱ 各2

多文化コミュニケーション論研究 2

地誌学研究Ⅰ・Ⅱ 各2

環境政策・経済学研究Ⅰ・Ⅱ 各2

※基盤科目、演習科目の一部は、茨城大学地球・地域環境共創機構（GLEC）及び他研究科で開講。

「サステイナビリティ学教育プログラム」科目一覧
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学生の声
　私は、幼い頃から歴史が大好きで、よく祖父と城や遺跡を訪れていました。大学で学ぶなら好きなものが良いと考え、考古学
を専攻しました。ただ当時の自分には、学問で身を立てるなど、思いもよりませんでした。学問は趣味に近く、就職活動も仲間
と同じように取り組むつもりでした。そんな自分が大学院に進学し、多くの経験を積むことができた結果、現在は仙台市の仙台
城史跡調査室配属となり、専門職員として、日々、歴史研究や発掘調査にかかわる業務に励んでいます。
　専門職に就きたいと強く志すようになったのは、茨城大学大学院人文科学研究科に在籍していた時の事です。進学のきっかけ
は、卒業論文で取り上げた中世の城郭について、古文書を使って、歴史学的に考察してみたいという理由でした。学生時代に学
んだ考古学の分野から外へ飛び出すことになり、しかも中世史料に関する蓄積はゼロに近く、最初は自分の能力不足と不甲斐な
さを感じる日々の連続でした。しかし一方では、すべてが新鮮で、新たな世界を体験することができました。指導教員の高橋修
先生のもとで、古文書をはじめとする中世史料の読解を学ぶ一方、実際に現地に足を運び、自治体や現地の人たちと共同で、
文化財や遺跡の調査に取り組み、イベントを立ち上げる、実践的な学びの毎日を送りました。それに加え、茨城史料ネットの事
務局として、史料整理のボランティア活動を担うという貴重な体験もできました。この２年間の充実した大学院生生活は、研究
者としても、人間としても成長できた、私の人生にとって貴重な時間となりました。
　結果として自治体の専門職としてもやっていけるのではないかという自信を持つことができました。机の上で専門知識を身に付
けるだけではなく、歴史の現場で経験を積み、地域住民とともに考える経験が、将来につながったのだと感じています。他大学
を見回してみても、それは茨城大学大学院でしかできない貴重な体験だったと確信しています。将来を見据え、学問に迷ってい
る人には、ぜひこの研究科をお勧めします。２年間、絶対に無駄にはならないと断言できます。

人文社会科学研究科
文化科学専攻
須貝 慎吾

【平成29年度修了】

人文科学専攻の概要
H u m a n i t i e s

⑴ コースの説明
歴史・考古学を研究対象とし、日頃より史資料の読解、調査、取扱い技術に関する技能を学ぶことで、日本と世界、現在と過去の
つながりを見通す広く長期的な視野を養います。現在までの歴史的経緯に即して歴史学的または考古学的な問題意識から見出
した諸課題を、主体的かつ論理的に歴史的事象を省察できる高度な専門性に基づいて、探究し続けられる研究能力を持つ人材
を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公務員専門職（文化財専門職）、博物館学芸員、文化財専門職種、教員（中学校：社会、高等学校：地歴・公民）
があります。
修了生は、上記の進路先において、主体的かつ論理的に歴史的事象を省察できる高度な専門性に基づき、文化財分野等におけ
る専門的職業人として、持続可能な社会形成に貢献する役割を果たしていくことを期待します。

歴史・考古学コース      

⑴ コースの説明
文学や思想、芸術を研究対象とし、洋の東西にまたがる多種多様な研究について学ぶことで、人間を深く理解する能力を養いま
す。また、日本語や外国語の読解・表現能力及び論理的かつ批判的な思考力を鍛えることで、グローバル社会を相対的に捉える
ことができる力をもつ人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、県内外の民間企業の専門職、（専門的文書の作成を業務に含む）公務員、教員（中学校、高等学校：国語、英
語）、他大学博士課程への進学があります。
修了生は、上記の進路先において、高い思考能力によって、地域の産業活性化や多様化する社会のニーズにきめ細やかに対応
する役割を果たしていくことを期待します。

文芸・思想コース

⑶ 主な授業科目と担当教員

⑴ コースの説明
心理学・文化人類学等の人間科学を研究対象とし、これについて幅広い知識とその応用について学ぶことで、地域社会におけ
る諸課題に対して、人間の営みという視点から分析を行い、解決する能力を養います。人間科学の研究から得た知見を基に、現
代を生きる人間の心理・社会・文化を実証的に探求できる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、県内外の民間企業の専門職、教員（高等学校：地歴・公民）、（人の心や文化に関わる業務を含む）公務員、
他大学博士課程への進学があります。
修了生は、上記の進路先において、心理学や文化人類学等の人間科学の研究から得た知見を基に、高い実務能力を備えなが
ら、地域社会における諸課題あるいは個別のニーズにきめ細やかに対応する役割を果たしていくことを期待します。

心理・人間科学コース

⑶ 主な授業科目と担当教員

　現在この国には、反文化・反知性主義の颶風が吹き荒れています。単純で感情的な言葉と底の浅い正義だ
けが称揚され、狭い見識に共感しあう人々から成る共同体は他者の批判をノイズとしかみなし得ない。不可視
の存在にさえ鮮やかな立体感を与え得る文化の力。さまざまな言論に耳澄まし自身をも相対視し得る逞しい知
性。これらが抹殺された「精神の鎖国」状態で、一体どんな「グローバリズム」が可能だというのでしょうか。海
や山や国境を越えるものは、困難に屈せず思考し、調査し、分析し、理解しようとする真摯な研究精神にほか
なりません。おそれずに精神のグローバリズムを実践してください。

文化科学専攻教授
日本近代文学担当

谷口 基

先 生
の

ひとこと

精神のグローバリズムこそを

学生の声
　私は2019年4月に人文社会科学研究科文化科学専攻に入学しました。現在は、長期履修制度を活用し、仕事をしながら石井
宏典先生の指導のもとで、フィールドワークによる社会心理学の研究をしています。フィールドワークの魅力は、ならう（倣うと
習う）姿勢と並ぶ関係という全身活動にあると知り、このことに心を打たれ研究をめざしました。社会心理学は、文化人類学、社
会学、心理学とのかかわりが深く、社会人として仕事をしている自分にとって大きな意味のある学問と捉えています。そして、大
学院をめざした理由は、心の奥底から湧き上がるような「夏」を求めたからです。私の子どもの頃の夏は、とにかく暑かった。真っ
白な雲と真っ青な空が絶妙なコントラストを描いていました。遊びは、山、川とフィールドは広く、川で夢中で素潜りをし、ヤス
を使いウグイなどの雑魚を捕ったものです。蝉の鳴き声、麦わら帽子をかぶって砂利道を歩く、いつも何か楽しそうな匂いがし
ました。ランニングシャッツと半ズボン姿で、スイカにかぶりつき種を口から吐き出す、こうした光景が定番でした。自分にとって
の原体験の一つは、この暑い夏です。かつて自分が体験した人間味満載の暑い夏をもう一度味わいたい。新たな原体験を求め
て大学院に来ました。この修士研究を通じて自分が学んだことを少しでも社会に還元していきたいと思っています。
　最後に、学びは一生つづくものであると考えています。これから学びたいとする方々へのメッセージとなれば幸いです。

人文社会科学研究科文化科学専攻
木村 慶一

【令和4年度修了】

⑶ 主な授業科目と担当教員

主な授業科目 日本思想史研究 実践哲学研究 日本古典・近代語研究 日本古典文学研究 日本近代文学研究

担 当 教 員 伊藤 聡 田原 彰太郎 櫻井 豪人 堀口 育男 谷口 基

主な授業科目 中国思想史研究 中国近現代文学研究 美術史学研究 英語学研究 イギリス文学研究

担 当 教 員 井澤 耕一 西野 由希子 藤原 貞朗 岡崎 正男 岩本 浩樹

主な授業科目 アメリカ文学研究 言語文法論研究

担 当 教 員 中山 大輝 西山 國雄
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学生の声
　私は、幼い頃から歴史が大好きで、よく祖父と城や遺跡を訪れていました。大学で学ぶなら好きなものが良いと考え、考古学
を専攻しました。ただ当時の自分には、学問で身を立てるなど、思いもよりませんでした。学問は趣味に近く、就職活動も仲間
と同じように取り組むつもりでした。そんな自分が大学院に進学し、多くの経験を積むことができた結果、現在は仙台市の仙台
城史跡調査室配属となり、専門職員として、日々、歴史研究や発掘調査にかかわる業務に励んでいます。
　専門職に就きたいと強く志すようになったのは、茨城大学大学院人文科学研究科に在籍していた時の事です。進学のきっかけ
は、卒業論文で取り上げた中世の城郭について、古文書を使って、歴史学的に考察してみたいという理由でした。学生時代に学
んだ考古学の分野から外へ飛び出すことになり、しかも中世史料に関する蓄積はゼロに近く、最初は自分の能力不足と不甲斐な
さを感じる日々の連続でした。しかし一方では、すべてが新鮮で、新たな世界を体験することができました。指導教員の高橋修
先生のもとで、古文書をはじめとする中世史料の読解を学ぶ一方、実際に現地に足を運び、自治体や現地の人たちと共同で、
文化財や遺跡の調査に取り組み、イベントを立ち上げる、実践的な学びの毎日を送りました。それに加え、茨城史料ネットの事
務局として、史料整理のボランティア活動を担うという貴重な体験もできました。この２年間の充実した大学院生生活は、研究
者としても、人間としても成長できた、私の人生にとって貴重な時間となりました。
　結果として自治体の専門職としてもやっていけるのではないかという自信を持つことができました。机の上で専門知識を身に付
けるだけではなく、歴史の現場で経験を積み、地域住民とともに考える経験が、将来につながったのだと感じています。他大学
を見回してみても、それは茨城大学大学院でしかできない貴重な体験だったと確信しています。将来を見据え、学問に迷ってい
る人には、ぜひこの研究科をお勧めします。２年間、絶対に無駄にはならないと断言できます。

人文社会科学研究科
文化科学専攻
須貝 慎吾

【平成29年度修了】

人文科学専攻の概要
H u m a n i t i e s

⑴ コースの説明
歴史・考古学を研究対象とし、日頃より史資料の読解、調査、取扱い技術に関する技能を学ぶことで、日本と世界、現在と過去の
つながりを見通す広く長期的な視野を養います。現在までの歴史的経緯に即して歴史学的または考古学的な問題意識から見出
した諸課題を、主体的かつ論理的に歴史的事象を省察できる高度な専門性に基づいて、探究し続けられる研究能力を持つ人材
を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公務員専門職（文化財専門職）、博物館学芸員、文化財専門職種、教員（中学校：社会、高等学校：地歴・公民）
があります。
修了生は、上記の進路先において、主体的かつ論理的に歴史的事象を省察できる高度な専門性に基づき、文化財分野等におけ
る専門的職業人として、持続可能な社会形成に貢献する役割を果たしていくことを期待します。

歴史・考古学コース      

⑴ コースの説明
文学や思想、芸術を研究対象とし、洋の東西にまたがる多種多様な研究について学ぶことで、人間を深く理解する能力を養いま
す。また、日本語や外国語の読解・表現能力及び論理的かつ批判的な思考力を鍛えることで、グローバル社会を相対的に捉える
ことができる力をもつ人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、県内外の民間企業の専門職、（専門的文書の作成を業務に含む）公務員、教員（中学校、高等学校：国語、英
語）、他大学博士課程への進学があります。
修了生は、上記の進路先において、高い思考能力によって、地域の産業活性化や多様化する社会のニーズにきめ細やかに対応
する役割を果たしていくことを期待します。

文芸・思想コース

⑶ 主な授業科目と担当教員

⑴ コースの説明
心理学・文化人類学等の人間科学を研究対象とし、これについて幅広い知識とその応用について学ぶことで、地域社会におけ
る諸課題に対して、人間の営みという視点から分析を行い、解決する能力を養います。人間科学の研究から得た知見を基に、現
代を生きる人間の心理・社会・文化を実証的に探求できる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、県内外の民間企業の専門職、教員（高等学校：地歴・公民）、（人の心や文化に関わる業務を含む）公務員、
他大学博士課程への進学があります。
修了生は、上記の進路先において、心理学や文化人類学等の人間科学の研究から得た知見を基に、高い実務能力を備えなが
ら、地域社会における諸課題あるいは個別のニーズにきめ細やかに対応する役割を果たしていくことを期待します。

心理・人間科学コース

⑶ 主な授業科目と担当教員

　現在この国には、反文化・反知性主義の颶風が吹き荒れています。単純で感情的な言葉と底の浅い正義だ
けが称揚され、狭い見識に共感しあう人々から成る共同体は他者の批判をノイズとしかみなし得ない。不可視
の存在にさえ鮮やかな立体感を与え得る文化の力。さまざまな言論に耳澄まし自身をも相対視し得る逞しい知
性。これらが抹殺された「精神の鎖国」状態で、一体どんな「グローバリズム」が可能だというのでしょうか。海
や山や国境を越えるものは、困難に屈せず思考し、調査し、分析し、理解しようとする真摯な研究精神にほか
なりません。おそれずに精神のグローバリズムを実践してください。

文化科学専攻教授
日本近代文学担当

谷口 基

先 生
の

ひとこと

精神のグローバリズムこそを

学生の声
　私は2019年4月に人文社会科学研究科文化科学専攻に入学しました。現在は、長期履修制度を活用し、仕事をしながら石井
宏典先生の指導のもとで、フィールドワークによる社会心理学の研究をしています。フィールドワークの魅力は、ならう（倣うと
習う）姿勢と並ぶ関係という全身活動にあると知り、このことに心を打たれ研究をめざしました。社会心理学は、文化人類学、社
会学、心理学とのかかわりが深く、社会人として仕事をしている自分にとって大きな意味のある学問と捉えています。そして、大
学院をめざした理由は、心の奥底から湧き上がるような「夏」を求めたからです。私の子どもの頃の夏は、とにかく暑かった。真っ
白な雲と真っ青な空が絶妙なコントラストを描いていました。遊びは、山、川とフィールドは広く、川で夢中で素潜りをし、ヤス
を使いウグイなどの雑魚を捕ったものです。蝉の鳴き声、麦わら帽子をかぶって砂利道を歩く、いつも何か楽しそうな匂いがし
ました。ランニングシャッツと半ズボン姿で、スイカにかぶりつき種を口から吐き出す、こうした光景が定番でした。自分にとって
の原体験の一つは、この暑い夏です。かつて自分が体験した人間味満載の暑い夏をもう一度味わいたい。新たな原体験を求め
て大学院に来ました。この修士研究を通じて自分が学んだことを少しでも社会に還元していきたいと思っています。
　最後に、学びは一生つづくものであると考えています。これから学びたいとする方々へのメッセージとなれば幸いです。

人文社会科学研究科文化科学専攻
木村 慶一

【令和4年度修了】

⑶ 主な授業科目と担当教員

主な授業科目 行動機構論研究 認知行動論研究 行動文化論研究 生涯発達論研究 文化人類学研究 比較文化論研究

担 当 教 員 宮崎 章夫 本山 宏希 石井 宏典 松本 光太郎 青山 和夫 井上 淳生

主な授業科目 考古学研究 中国考古文化研究 日本文化史研究 日本政治史研究 日本社会史研究 ユーラシア歴史社会研究

担 当 教 員 田中 裕 鈴木 敦 高橋 修 添田 仁 佐々木 啓 澁谷 浩一

主な授業科目 アジア歴史社会研究 ヨーロッパ社会史研究 ヨーロッパ歴史文化研究

担 当 教 員 山田 桂子 中田 潤 森下 嘉之
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人文科学専攻の概要
H u m a n i t i e s

社会科学専攻の概要
S o c i a l  S c i e n c e s

⑴ コースの説明
講義や演習、心理実践実習を通して、公認心理師に求められる心理アセスメント、心理療法、コンサルテーション、心理教育に関
する専門的な知識を学ぶことで、心理専門職者として目前の課題に適切に対処する実務能力を養います。その能力を以て、保
健医療、福祉、教育など、多様な分野における高度専門職業人として、自らの実践の成果と効果を的確に把握し、より適切な臨床
実践を提言していくための研究能力とをバランス良く兼ね備えた公認心理師を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公認心理師として地域における医療・保健、教育、産業・労働、司法・犯罪、福祉の分野等での心理的支援に
関わる職業があります。
修了生は、上記の進路先において、心理専門職者として目前の課題に適切に対処する実務能力により、個別のニーズはもとよ
り、地域社会における精神保健の現実的な諸課題の調整・解決に対応する役割を果たしていくことを期待します。

⑷ 注意事項
公認心理師の受験資格を得るには、大学で規定の科目を履修していることが求められます。必要な科目は大学の入学年度に
よって異なるので、各自で確認して下さい。本大学院の公認心理師コースを修了しても、大学で規定の科目を履修していない場
合、公認心理師の受験資格を取得できません。

公認心理師コース

⑶ 主な授業科目と担当教員

メディア・情報社会コース

学生の声

　私は修士課程でメディア教育論や情報デザイン論などを履修し、特にICTツールの利用と教育プログラムのデザインについて魅力を感
じていました。修士論文はVoicingBoardというICT教育支援道具を使い、「中国人留学生と日本人の日常的友人関係構築における困難
解決―学習支援プログラムの設計を通して―」という研究に取り組みました。中国人留学生と日本人の友人関係構築に着目し、親しみの
ある会話の基盤となる「よいリアクション」が返せるようになるための日本語学習支援プログラムについて研究しました。
　研究以外では就職活動にも積極的に参加し、４社の内定をもらいました。私は様々な「つながり」と「コミュニケーション」を実現でき
る仕事がしたいと思い、また、茨城県に愛情を持っていたので、ホテル、レストラン、結婚式場と写真事業を経営している茨城県の地元
企業を選びました。インバウンド市場と東京オリンピックに向けて仕事に取り組みたいと思っています。
　大学院の２年間ではたくさんの人とコミュニケーションができました。その中で、自分がやるべきこと、自分にしかできないことを考え
ました。私にとって、大学院で得た知識や人とのつながりが、今の私の宝庫となっています。茨城大学大学院は、どんな状況があっても
先生たちが温かく支えてくださり、走りながら研究できる環境だと思います。ここに入りたいと考えている方は、是非事前研究をして、
入試に参加してください。後悔しない選択だと、私はそう思います。

人文社会科学研究科文化科学専攻
呉 佳瑋【平成29年度修了】

⑴ コースの説明
国際・地理・社会・政治を研究対象とし、これらの学問領域の知識を組み合わせて、地域社会や国際社会の抱えるまちづくり
や多文化共生といった諸課題やグローバル化した日本と世界の地域社会の変容を学び、SDGs達成に向けて様々な人々と協働
して新しい社会をつくりだすことのできる能力を養います。また、国内外の社会でのフィールドワークを通して、専門的及び実用
的な調査・分析・提案能力を身につけます。他のコースに比すと、よりSDGsなどの達成にかかわる多様で実践的な課題を視
野に入れ、グローバルな視点をもって地域社会・経済の活性化や持続可能な開発に貢献できるグローカル人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、NGO・NPO職員、公務員（行政職）、県内外の民間企業の専門職があります。
修了生は、上記の進路先において、多文化共生やグローバルな視点を持って、例えば NPOを通した外国人への支援など、地域
社会・経済の活性化や持続可能な開発に貢献する役割を果たしていくことを期待します。

⑶ 主な授業科目と担当教員

国際・地域共創コース

社会科学専攻教授
環境社会学研究

原口 弥生

先 生
の

ひとこと
　地域社会は、さまざまな問題が複合的に現れてくる＜課題の最前線＞であると同時に、さまざまな主体
がその地域の歴史に根ざしつつ、また自然風土を活かしながら新しい取り組みを実践する＜課題解決の最
前線＞です。社会学、政治学、地理学、歴史学といった方法論を学びつつ、環境・福祉・教育・観光・
市民協働などのテーマについて、一緒にフィールドを歩き、また議論してみませんか？

環境・福祉・教育・観光・市民協働などについて

⑴ コースの説明
メディアと情報社会を研究対象とし、日々変化しているメディア環境や情報社会を学問的視点で捉え探究する。新聞・テレビ・インターネット
などのメディア、そしてマンガなどメディア文化の歴史や現状について国際比較を通して学ぶことで、メディア批評、取材、記事執筆作成、コン
テンツ制作、調査等の実践的な能力を養います。また、メディアテクノロジーと人間による共創社会をデザインする取り組みなどを学ぶこと
で、メディアと社会の相互作用について幅広く理解し、そのための科学的思考力を養います。これらにより、Society5.0といった新しいメ
ディア環境やAIなどの新しい情報技術の展開及びそれに伴い変容する社会や文化を視野に入れて実践的に活躍できる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、マスコミをはじめとするメディア企業、同関連企業、県内外の民間企業の専門職があります。

⑶ 主な授業科目と担当教員

主な授業科目 福祉分野に関する
理論と支援の展開

教育分野に関する理論
と支援の展開

家族関係・集団・地域社会におけ
る心理支援に関する理論と実践

心の健康教育に関する
理論と実践 箱庭療法特論

担 当 教 員 野口 康彦 金丸 隆太 大島 聖美 未定 地井 和也
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人文科学専攻の概要
H u m a n i t i e s

社会科学専攻の概要
S o c i a l  S c i e n c e s

⑴ コースの説明
講義や演習、心理実践実習を通して、公認心理師に求められる心理アセスメント、心理療法、コンサルテーション、心理教育に関
する専門的な知識を学ぶことで、心理専門職者として目前の課題に適切に対処する実務能力を養います。その能力を以て、保
健医療、福祉、教育など、多様な分野における高度専門職業人として、自らの実践の成果と効果を的確に把握し、より適切な臨床
実践を提言していくための研究能力とをバランス良く兼ね備えた公認心理師を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公認心理師として地域における医療・保健、教育、産業・労働、司法・犯罪、福祉の分野等での心理的支援に
関わる職業があります。
修了生は、上記の進路先において、心理専門職者として目前の課題に適切に対処する実務能力により、個別のニーズはもとよ
り、地域社会における精神保健の現実的な諸課題の調整・解決に対応する役割を果たしていくことを期待します。

⑷ 注意事項
公認心理師の受験資格を得るには、大学で規定の科目を履修していることが求められます。必要な科目は大学の入学年度に
よって異なるので、各自で確認して下さい。本大学院の公認心理師コースを修了しても、大学で規定の科目を履修していない場
合、公認心理師の受験資格を取得できません。

公認心理師コース

⑶ 主な授業科目と担当教員

メディア・情報社会コース

学生の声

　私は修士課程でメディア教育論や情報デザイン論などを履修し、特にICTツールの利用と教育プログラムのデザインについて魅力を感
じていました。修士論文はVoicingBoardというICT教育支援道具を使い、「中国人留学生と日本人の日常的友人関係構築における困難
解決―学習支援プログラムの設計を通して―」という研究に取り組みました。中国人留学生と日本人の友人関係構築に着目し、親しみの
ある会話の基盤となる「よいリアクション」が返せるようになるための日本語学習支援プログラムについて研究しました。
　研究以外では就職活動にも積極的に参加し、４社の内定をもらいました。私は様々な「つながり」と「コミュニケーション」を実現でき
る仕事がしたいと思い、また、茨城県に愛情を持っていたので、ホテル、レストラン、結婚式場と写真事業を経営している茨城県の地元
企業を選びました。インバウンド市場と東京オリンピックに向けて仕事に取り組みたいと思っています。
　大学院の２年間ではたくさんの人とコミュニケーションができました。その中で、自分がやるべきこと、自分にしかできないことを考え
ました。私にとって、大学院で得た知識や人とのつながりが、今の私の宝庫となっています。茨城大学大学院は、どんな状況があっても
先生たちが温かく支えてくださり、走りながら研究できる環境だと思います。ここに入りたいと考えている方は、是非事前研究をして、
入試に参加してください。後悔しない選択だと、私はそう思います。

人文社会科学研究科文化科学専攻
呉 佳瑋【平成29年度修了】

⑴ コースの説明
国際・地理・社会・政治を研究対象とし、これらの学問領域の知識を組み合わせて、地域社会や国際社会の抱えるまちづくり
や多文化共生といった諸課題やグローバル化した日本と世界の地域社会の変容を学び、SDGs達成に向けて様々な人々と協働
して新しい社会をつくりだすことのできる能力を養います。また、国内外の社会でのフィールドワークを通して、専門的及び実用
的な調査・分析・提案能力を身につけます。他のコースに比すと、よりSDGsなどの達成にかかわる多様で実践的な課題を視
野に入れ、グローバルな視点をもって地域社会・経済の活性化や持続可能な開発に貢献できるグローカル人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、NGO・NPO職員、公務員（行政職）、県内外の民間企業の専門職があります。
修了生は、上記の進路先において、多文化共生やグローバルな視点を持って、例えば NPOを通した外国人への支援など、地域
社会・経済の活性化や持続可能な開発に貢献する役割を果たしていくことを期待します。

⑶ 主な授業科目と担当教員

国際・地域共創コース

社会科学専攻教授
環境社会学研究

原口 弥生

先 生
の

ひとこと
　地域社会は、さまざまな問題が複合的に現れてくる＜課題の最前線＞であると同時に、さまざまな主体
がその地域の歴史に根ざしつつ、また自然風土を活かしながら新しい取り組みを実践する＜課題解決の最
前線＞です。社会学、政治学、地理学、歴史学といった方法論を学びつつ、環境・福祉・教育・観光・
市民協働などのテーマについて、一緒にフィールドを歩き、また議論してみませんか？

環境・福祉・教育・観光・市民協働などについて

⑴ コースの説明
メディアと情報社会を研究対象とし、日々変化しているメディア環境や情報社会を学問的視点で捉え探究する。新聞・テレビ・インターネット
などのメディア、そしてマンガなどメディア文化の歴史や現状について国際比較を通して学ぶことで、メディア批評、取材、記事執筆作成、コン
テンツ制作、調査等の実践的な能力を養います。また、メディアテクノロジーと人間による共創社会をデザインする取り組みなどを学ぶこと
で、メディアと社会の相互作用について幅広く理解し、そのための科学的思考力を養います。これらにより、Society5.0といった新しいメ
ディア環境やAIなどの新しい情報技術の展開及びそれに伴い変容する社会や文化を視野に入れて実践的に活躍できる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、マスコミをはじめとするメディア企業、同関連企業、県内外の民間企業の専門職があります。

⑶ 主な授業科目と担当教員

主な授業科目 多文化コミュニケーション論研究 持続可能な開発とSDGs研究 社会行動論研究 スポーツ社会研究 国際政治学研究 地方政治論研究 社会地理学研究 経済地理学研究

担 当 教 員 横溝 環 野田 真里 伊藤 哲司 加藤 敏弘 蓮井 誠一郎 馬渡 剛 葉 倩瑋 未定

主な授業科目 地域社会論研究 環境社会学研究 社会事業史研究 社会意識論研究 地誌学研究 家族社会学研究 比較政治論研究 環境政策・経済学研究

担 当 教 員 星 純子 原口 弥生 冨江 直子 寺地 幹人 小原 規宏 笹野 美佐恵 小椋 郁馬 田村 誠

主な授業科目 現代ジャーナリズム研究 コミュニケーション社会学研究 情報デザイン研究 ポピュラー文化研究 メディア文化研究

担 当 教 員 齋藤 義彦 加藤 篤志 鈴木 栄幸 猪俣 紀子 未定

主な授業科目 電子メディア論研究 近代日本メディア史研究 地域メディア論研究 社会臨床研究

担 当 教 員 菅谷 克行 高野 光平 岩佐 淳一 林 延哉
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⑶ 主な授業科目と担当教員

⑴ コースの説明
法・行政を研究対象とし、現在我々が直面している社会的課題、特に権利義務関係が複雑な行政や企業の現場での課題につい
て学ぶことで、法的または政策的な思考能力を養います。また、国際化、少子高齢化、そして AIの発達と普及による社会変動に
対する法整備や、現場と関連した紛争処理などを学ぶことで、実践的な調査分析能力や企画立案能力を養います。これらによ
り、社会的課題について解決策を見出せる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公務員（行政職）、県内外の民間企業の専門職、進学者があります。
修了生は、上記の進路先において、身につけた知識と実務能力によって、地域における諸課題や個別のニーズにきめ細やかに対
応する役割を果たしていくことを期待します。

法学・行政学コース

社会科学専攻の概要
S o c i a l  S c i e n c e s

社会科学専攻教授
経済政策研究

後藤 玲子

先 生
の

ひとこと
　おそらくは誰しも、「いまの経済社会をより善くしたい」と思っていることでしょう。では、“より善い”とは、いかなる
状態のことを言うのでしょうか。都会に住む高齢者にとって“より善い”状態が、地方でこれから生を享ける将来世代に
とっても“より善い”とは限りません。地域社会に暮らす多様な人々にとって可能かつ最善の経済政策を提示するには、
経済現象や社会問題を、感覚ではなく科学的な根拠に基づいて論理的に分析することが必要になります。
　社会科学専攻には、社会諸科学に精通する専門スタッフが揃っており、さまざまな地域の政策について、多面的に学
ぶことができます。専門的な分析視角や分析手法を修得するのは大変ですが、経済社会をより善くするための方法論を
身につけることができるならば、二年間を費やす価値は十分にあると思いませんか？是非、共に切磋琢磨しましょう。

より善い経済社会を実現するための方法論を学ぶ

　法学・行政学コースには、研究者志望、法律専門職志望、公務員志望など、様々な目標や思いを持つ
院生が入学しています。同コースは、法学、政治学の各専門分野の教員を多数擁していますので、入学者
の様々なニーズにこたえることができます。皆さんの目標実現に協力することができればと思っています。
教員と院生はとても仲良く、良い雰囲気です。

社会科学専攻教授
商法・経済法研究

荒木 雅也

先 生
の

ひとこと

入学者の様々なニーズに対応

学生の声

　私は、2021年に茨城大学人文社会科学部法律経済学科を卒業し、同年に人文社会科学研究科へ進学しました。

学部生の頃からLGBTに関する法と課題に関心があり、現在は「同性カップルと生殖補助医療」について研究してい

ます。

　私は法学・行政学コースに所属していますが、他コースの院生と授業内で議論したり、分野横断的なテーマにつ

いて話し合ったりします。そのため、専門分野だけでなく他分野の学びを経て自分の問題意識と向き合うことができ

ます。例えば、私は社会学関係の授業を履修する機会があり、その際に担当の教員からだけでなく、一緒に受講し

ていた他コースの院生からもアドバイスを受けました。それによって、ジェンダーの視点から同性カップルについて改

めて考察する機会を得ることができました。人文社会学研究科 社会科学専攻
田 紗良 【令和4年度修了】

⑴ コースの説明
経済・経営を研究対象とし、IoT等のイノベーションによって収集可能となったビッグデータがビジネスや政策立案にもたらす影
響、AIの進展に伴うビジネスモデルとマネジメントの変化、貧困・格差・ジェンダー等の問題意識を包含する SDGs等、現代的・
先進的テーマを学ぶことで、より広い視野のもとで市場・制度デザイン能力、ビジネスデザイン能力を養い、さらに政策の立案・
評価を体験することによって政策デザイン能力を養います。これらにより、グローバル化・情報化の進展に伴って激しく変化す
る社会における諸課題の解決に向けて高度な専門性からアプローチし続け、地域社会を先導できる人材を養成します。アジア
からの留学生には日本の事例・理論を学ぶだけではなく、日本及び世界から母国の実態・諸問題を俯瞰して研究できる人材を
養成します。

経済学・経営学コース

学生の声
　私は社会人院生として、国際政治学専攻の蓮井誠一郎先生のもとで国際協力 NGO と連携した持続可能な社会づくりのための教育
(ESD) の展開について研究しました。
　学部生時代に国際協力と文化人類学を専攻して以来、国際的な枠組みで捉える国際援助の視点と、その土地に暮らす人や文化を純
粋に捉えるローカルな視点の両方に関心を持ち続けてきました。青年海外協力隊や JICA の開発教育支援業務の経験から、グローカル
な学びに特に関心を持つようになり、その視点や知見を有した県内の国際協力 NGO と連携した ESD を発展させていきたいと考える
ようになりました。そして、その理論と最新の研究成果に裏打ちされたコミュニケーション能力を磨くため進学し、蓮井先生をはじめ、
人文社会科学研究科の先生方にご指導をいただきながら研究を進めました。
　同研究科は、多様なプログラムが用意されていることも魅力の一つですが、私は「人文社会系サステイナビリティ学プログラム」と「サ
ステイナビリティ・サイエンス・コンソーシアム（SSC）共同教育プログラム」を受講しました。これらはアクティブラーニングがベースとなっ
ており、分野を越えた理系や農学系の大学院生、東京大学をはじめとした他大学の大学院生、さらに国境を越えた様々な国の学生と共
に学びながら研究を深めることができました。これまでの学びや仕事での経験を活かしながら、茨城に根ざしつつ、よりグローバルに、
より俯瞰的に学びを得られることも同研究科の魅力だと思います。社会人院生は、「長期履修制度」を利用できるため、仕事をしながら
無理なく深く研究をされたい方には活用をおすすめします。

人文社会科学研究科
社会科学専攻
田中 玲子

【令和元年度修了】

⑴ コースの説明
本コースは、自治体職員や地方議会議員を対象として設定しています。地域政策を研究対象とし、教員だけではなく、地方創生、
中心市街地活性化、観光振興、農商工連携、防災などにかかわる様々な関係者を交え、専門的・実践的なアプローチを学ぶこと
で、問題解決に必要な視点と応用的な思考能力を養います。また、法学、経済学、政策過程論、統計及び社会調査法などの専門
的な知識を学び、地域の課題の解決に資する実践的な政策形成に向けた調査・研究を行うことによって、地域の課題発見と地
域資源を活用した課題解決に向けた政策形成能力を身につけます。これらの体系的な学び直しによって自律的で持続可能な地
域社会づくりの戦力となる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後は、勤務先で政策立案部署の中核職員として従事することなどが考えられます。
修了生は、それぞれの勤務先において、自律的で持続的な地域社会づくりにおいて、政策立案など、中核的人材として先導的な
役割を果たしていくことを期待します。

⑶ 主な授業科目
本コースでは、社会科学専攻内の他コースのコア専門科目を、本コースのコア専門科目として履修します。また、本コースの独
自科目として、特定テーマ演習、地域資源活用研究法、地域連携創生研究演習があります。

地域政策研究（社会人）コース

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公務員（行政職）、県内外の民間企業の専門職、進学者があります。
修了生は、上記の進路先において、激しく変化する社会における諸課題の解決に向けた政策立案に貢献することにより、地域社
会を先導する役割を果たしていくことを期待します。

⑶ 主な授業科目と担当教員

主な授業科目 憲法研究 民法研究 A 民法研究 B 刑法研究 商法・経済法研究 労働法研究 社会保障法研究

担 当 教 員 伊藤 純子 高橋 大輔 福田 智子 陶山 二郎 荒木 雅也 松井 良和 土屋 和子

主な授業科目 行政法研究 比較法研究 国際法研究 行政学研究 公共政策論研究 公共哲学研究

担 当 教 員 今川 奈緒 古屋 等 付 月 川島 佑介 井上 拓也 上田 悠久
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⑶ 主な授業科目と担当教員

⑴ コースの説明
法・行政を研究対象とし、現在我々が直面している社会的課題、特に権利義務関係が複雑な行政や企業の現場での課題につい
て学ぶことで、法的または政策的な思考能力を養います。また、国際化、少子高齢化、そして AIの発達と普及による社会変動に
対する法整備や、現場と関連した紛争処理などを学ぶことで、実践的な調査分析能力や企画立案能力を養います。これらによ
り、社会的課題について解決策を見出せる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公務員（行政職）、県内外の民間企業の専門職、進学者があります。
修了生は、上記の進路先において、身につけた知識と実務能力によって、地域における諸課題や個別のニーズにきめ細やかに対
応する役割を果たしていくことを期待します。

法学・行政学コース

社会科学専攻の概要
S o c i a l  S c i e n c e s

社会科学専攻教授
経済政策研究

後藤 玲子

先 生
の

ひとこと
　おそらくは誰しも、「いまの経済社会をより善くしたい」と思っていることでしょう。では、“より善い”とは、いかなる
状態のことを言うのでしょうか。都会に住む高齢者にとって“より善い”状態が、地方でこれから生を享ける将来世代に
とっても“より善い”とは限りません。地域社会に暮らす多様な人々にとって可能かつ最善の経済政策を提示するには、
経済現象や社会問題を、感覚ではなく科学的な根拠に基づいて論理的に分析することが必要になります。
　社会科学専攻には、社会諸科学に精通する専門スタッフが揃っており、さまざまな地域の政策について、多面的に学
ぶことができます。専門的な分析視角や分析手法を修得するのは大変ですが、経済社会をより善くするための方法論を
身につけることができるならば、二年間を費やす価値は十分にあると思いませんか？是非、共に切磋琢磨しましょう。

より善い経済社会を実現するための方法論を学ぶ

　法学・行政学コースには、研究者志望、法律専門職志望、公務員志望など、様々な目標や思いを持つ
院生が入学しています。同コースは、法学、政治学の各専門分野の教員を多数擁していますので、入学者
の様々なニーズにこたえることができます。皆さんの目標実現に協力することができればと思っています。
教員と院生はとても仲良く、良い雰囲気です。

社会科学専攻教授
商法・経済法研究

荒木 雅也

先 生
の

ひとこと

入学者の様々なニーズに対応

学生の声

　私は、2021年に茨城大学人文社会科学部法律経済学科を卒業し、同年に人文社会科学研究科へ進学しました。

学部生の頃からLGBTに関する法と課題に関心があり、現在は「同性カップルと生殖補助医療」について研究してい

ます。

　私は法学・行政学コースに所属していますが、他コースの院生と授業内で議論したり、分野横断的なテーマにつ

いて話し合ったりします。そのため、専門分野だけでなく他分野の学びを経て自分の問題意識と向き合うことができ

ます。例えば、私は社会学関係の授業を履修する機会があり、その際に担当の教員からだけでなく、一緒に受講し

ていた他コースの院生からもアドバイスを受けました。それによって、ジェンダーの視点から同性カップルについて改

めて考察する機会を得ることができました。人文社会学研究科 社会科学専攻
田 紗良 【令和4年度修了】

⑴ コースの説明
経済・経営を研究対象とし、IoT等のイノベーションによって収集可能となったビッグデータがビジネスや政策立案にもたらす影
響、AIの進展に伴うビジネスモデルとマネジメントの変化、貧困・格差・ジェンダー等の問題意識を包含する SDGs等、現代的・
先進的テーマを学ぶことで、より広い視野のもとで市場・制度デザイン能力、ビジネスデザイン能力を養い、さらに政策の立案・
評価を体験することによって政策デザイン能力を養います。これらにより、グローバル化・情報化の進展に伴って激しく変化す
る社会における諸課題の解決に向けて高度な専門性からアプローチし続け、地域社会を先導できる人材を養成します。アジア
からの留学生には日本の事例・理論を学ぶだけではなく、日本及び世界から母国の実態・諸問題を俯瞰して研究できる人材を
養成します。

経済学・経営学コース

学生の声
　私は社会人院生として、国際政治学専攻の蓮井誠一郎先生のもとで国際協力 NGO と連携した持続可能な社会づくりのための教育
(ESD) の展開について研究しました。
　学部生時代に国際協力と文化人類学を専攻して以来、国際的な枠組みで捉える国際援助の視点と、その土地に暮らす人や文化を純
粋に捉えるローカルな視点の両方に関心を持ち続けてきました。青年海外協力隊や JICA の開発教育支援業務の経験から、グローカル
な学びに特に関心を持つようになり、その視点や知見を有した県内の国際協力 NGO と連携した ESD を発展させていきたいと考える
ようになりました。そして、その理論と最新の研究成果に裏打ちされたコミュニケーション能力を磨くため進学し、蓮井先生をはじめ、
人文社会科学研究科の先生方にご指導をいただきながら研究を進めました。
　同研究科は、多様なプログラムが用意されていることも魅力の一つですが、私は「人文社会系サステイナビリティ学プログラム」と「サ
ステイナビリティ・サイエンス・コンソーシアム（SSC）共同教育プログラム」を受講しました。これらはアクティブラーニングがベースとなっ
ており、分野を越えた理系や農学系の大学院生、東京大学をはじめとした他大学の大学院生、さらに国境を越えた様々な国の学生と共
に学びながら研究を深めることができました。これまでの学びや仕事での経験を活かしながら、茨城に根ざしつつ、よりグローバルに、
より俯瞰的に学びを得られることも同研究科の魅力だと思います。社会人院生は、「長期履修制度」を利用できるため、仕事をしながら
無理なく深く研究をされたい方には活用をおすすめします。

人文社会科学研究科
社会科学専攻
田中 玲子

【令和元年度修了】

⑴ コースの説明
本コースは、自治体職員や地方議会議員を対象として設定しています。地域政策を研究対象とし、教員だけではなく、地方創生、
中心市街地活性化、観光振興、農商工連携、防災などにかかわる様々な関係者を交え、専門的・実践的なアプローチを学ぶこと
で、問題解決に必要な視点と応用的な思考能力を養います。また、法学、経済学、政策過程論、統計及び社会調査法などの専門
的な知識を学び、地域の課題の解決に資する実践的な政策形成に向けた調査・研究を行うことによって、地域の課題発見と地
域資源を活用した課題解決に向けた政策形成能力を身につけます。これらの体系的な学び直しによって自律的で持続可能な地
域社会づくりの戦力となる人材を養成します。

⑵ 想定される修了後の進路
修了後は、勤務先で政策立案部署の中核職員として従事することなどが考えられます。
修了生は、それぞれの勤務先において、自律的で持続的な地域社会づくりにおいて、政策立案など、中核的人材として先導的な
役割を果たしていくことを期待します。

⑶ 主な授業科目
本コースでは、社会科学専攻内の他コースのコア専門科目を、本コースのコア専門科目として履修します。また、本コースの独
自科目として、特定テーマ演習、地域資源活用研究法、地域連携創生研究演習があります。

地域政策研究（社会人）コース

⑵ 想定される修了後の進路
修了後の進路には、公務員（行政職）、県内外の民間企業の専門職、進学者があります。
修了生は、上記の進路先において、激しく変化する社会における諸課題の解決に向けた政策立案に貢献することにより、地域社
会を先導する役割を果たしていくことを期待します。

⑶ 主な授業科目と担当教員

主な授業科目 理論経済学研究 経済統計研究 経済政策研究 財政学研究 金融論研究 労働経済論研究 経営管理論研究

担 当 教 員 石垣 建志 田中 泉 後藤 玲子 掛貝 祐太 内田 聡 清山 玲 大沼 沙樹

主な授業科目 マーケティング論研究 マーケティング・サイエンス研究 管理会計論研究 監査論研究 経営戦略論研究 アジア経済論研究 日本経済史研究

担 当 教 員 今村 一真 田原 静 豊崎 仁美 高井 美智明 太田 啓文 長田 華子 宮﨑 忠恒
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出願期間

秋 入 試 春 入 試 令和5年11月22日（水）～令和5年11月29日（水）令和5年 8 月17日（木）～令和5年8月23日（水）

※事前審査・個別審査が必要な方は、上記の出願期間前にそれぞれ審査を行いますので、詳細を「令和6年度人文社会科学研究科学生募集要項」で確認してください。

専攻・コース
内　　訳

人文科学専攻

社会科学専攻

秋入試 春入試
合　計

5名 5名

7名 若干名※

6名 8名

17名

14名

文芸・思想コース
歴史・考古学コース
心理・人間科学コース
公認心理師コース
メディア・情報社会コース
国際・地域共創コース
法学・行政学コース
経済学・経営学コース
地域政策研究（社会人）コース

※公認心理師コースの春入試については、秋入試の入学手続者数が7名に満たない場合にのみ募集します。
　春入試募集の実施の有無は、令和5年11月21日（火）17時以降に本研究科ホームページにてお知らせします。

募集人員

入試は、「秋入試」と「春入試」の2回実施されます。
令和6年度入試から、入学定員の内訳が変更されます。また、海外からの直接出願が可能となるほか、追加合格制度を新たに
導入いたしますので、詳細は、「令和6年度人文社会科学研究科学生募集要項」を確認してください。

入試情報

入学手続完了者が入学定員に満たない場合には、追加合格による欠員補充を行うことがあります。
追加合格実施の有無及び実施する専攻・コースを、秋入試においては令和5年11月9日（木） 17時以降、春入試においては、
令和6年3月15日（金） 17時以降に本学人文社会科学研究科ホームページに公表します。追加合格候補者への連絡方法等につ
いては、「令和6年度茨城大学大学院人文社会科学研究科学生募集要項」をご確認ください。

追加合格

秋 入 試 春 入 試 令和6年 2 月16日（金）13時頃令和5年10月20日（金）13時頃

合格者発表

　入学手続きの際納付する入学料及び授業料は，次のとおりです。
　　　　入学料　　282,000円
　　　　授業料　　267,900円　（年額　535,800円）

（注１）入学手続きまでに入学料及び授業料の改定が行われた場合には、改定時から新入学料及び授業料が適用されます。
（注２）在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。

入学料については免除及び徴収猶予制度、また、授業料については免除及び徴収猶予並びに月割分納制度があります。詳細は茨城
大学学務部学生支援課に問い合わせてください。

入学料・授業料

　日本学生支援機構による奨学金制度が主であり、無利子貸与の第一種奨学金と有利子貸与の第二種奨学金の２種類があり
ます。日本学生支援機構の奨学金は、本人の申請に基づき、日本学生支援機構奨学規程により選考の上、奨学生に採用され
ると貸与されます。貸与月額は第一種奨学金は50,000円・88,000円から選択、第二種奨学金は50,000円・80,000
円・100,000円・130,000円・150,000円の中から選択することができます。
　また、日本学生支援機構大学院第一種奨学生で、在学時に特に優れた業績を挙げた者として機構が認定した場合、貸与期
間終了時に学資金の全部または一部の返還が免除されます。詳細は、茨城大学学務部学生支援課に問い合わせてください。

奨学金

進路・就職

水戸市役所、那珂市役所、常陸大宮市役所、土浦市役所、ひたちなか市役所、鹿嶋市役所、つくば市役所、牛久市役所、石岡市役所、
茨城町役場、茂木町役場、那須町役場（学芸員）、酒田市役所、佐野市役所、茨城県内公立高等学校教員、茨城県県南生涯学
習センター、水戸市議会議員

ファミリーマート、金砂郷食品、チムニー、エデン、PVHジャパン、ドンキホーテ、日本司法支援センター、朝日生命保険、アー
ネストエキスパートサービス、サンフラワー、神戸東洋医療学院孔子課堂、東急ストア、一般社団法人日本自動車連盟、昭和礦油、
アルティア、カスミ、シード、コロロ発達療育センター、東京国際人材派遣、山新、Accenture(中国支社）、佐川印刷、
Tianma  Japan、ヤマイチ、愛洋、日和サービス、ひまわりコンサルティングファーム、六島創意有限公司（海外）、私立水戸
啓明高等学校、横浜冷凍、公益社団法人とよさと病院、社会医療法人あさかホスピタル、医療法人霞水会土浦厚生病院、茨城
計算センター、上越教育大学大学院進学

　大学院で再び学び直すことを希望する社会人向けの相談窓口を設置しました。どの専門領域に出願すればよいのか等の
ご質問のある方は、下記窓口までお気軽にお問合せ下さい。

【連絡先】 場所：茨城大学人文社会科学部（担当：学務グループ）
 電話：029-228-8106　メールアドレス：hum-gakumu@ml.ibaraki.ac.jp

　なお、本研究科には、社会人、特に職業と学業を両立させようと思っている人を支援する制度があります。
　その一つは、長期履修制度です。この制度は、職業を有している等、修学に困難を抱えている学生に対して、標準修
業年限（２年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、課程を修了することができるものです。長期履
修学生として認められた場合、授業料は、標準修業年限分の授業料総額を、認められた一定の期間に学期毎に均分して
支払うことになります。
　もう一つは、社会人で入学後も勤務を継続する場合など、教育上特別の必要があると認められる場合、授業や研究指
導などの教育を、夜間など学生の都合に合わせた時間または時期に行うことができる制度です。夜間・休日等の授業等に
ついては、必ず出願前に、出願希望の専門領域を担当する教員と連絡をとり、対応が可能か確認を行ってください。

社会人向け相談窓口のご案内

※1：公認心理師コース以外のコースでは、リカレント専門教育選抜において受験承諾書・推薦書を提出した者は専門科目にかえて小論文の筆記試験を課します。
※2：公認心理師コース以外のコースでは、卒業見込みの者で春入試（一般専門教育選抜）を志望する場合において、志望するコースの内容に即した卒業論文・卒

業研究報告書（写しでもよい）、及び卒業論文等審査結果報告書（指導教員等の複数の署名・捺印、点数評価があるもの。書式は自由。）を提出した者は、
筆記試験を免除し、卒業論文・卒業研究報告書を審査の対象とします。

【秋入試】 令和 5 年10月 7 日（土）　【春入試】 令和 6 年 2 月 3 日（土）
【試験場】 茨城大学人文社会科学部（茨城県水戸市文京 2-1-1）

試験日時・試験場

専　攻 試験区分 試験科目及び時間割

人文科学専攻

社会科学専攻

一般専門教育選抜

リカレント専門教育選抜

留学生専門教育選抜

一般専門教育選抜

リカレント専門教育選抜

留学生専門教育選抜

専門科目
10：00～11：30

※1・※2

専門科目
10：00～11：30

※1・※2

面接試験 13：00～

面接試験 13：00～

入試情報、入学手続き等
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出願期間

秋 入 試 春 入 試 令和5年11月22日（水）～令和5年11月29日（水）令和5年 8 月17日（木）～令和5年8月23日（水）

※事前審査・個別審査が必要な方は、上記の出願期間前にそれぞれ審査を行いますので、詳細を「令和6年度人文社会科学研究科学生募集要項」で確認してください。

専攻・コース
内　　訳

人文科学専攻

社会科学専攻

秋入試 春入試
合　計

5名 5名

7名 若干名※

6名 8名

17名

14名

文芸・思想コース
歴史・考古学コース
心理・人間科学コース
公認心理師コース
メディア・情報社会コース
国際・地域共創コース
法学・行政学コース
経済学・経営学コース
地域政策研究（社会人）コース

※公認心理師コースの春入試については、秋入試の入学手続者数が7名に満たない場合にのみ募集します。
　春入試募集の実施の有無は、令和5年11月21日（火）17時以降に本研究科ホームページにてお知らせします。

募集人員

入試は、「秋入試」と「春入試」の2回実施されます。
令和6年度入試から、入学定員の内訳が変更されます。また、海外からの直接出願が可能となるほか、追加合格制度を新たに
導入いたしますので、詳細は、「令和6年度人文社会科学研究科学生募集要項」を確認してください。

入試情報

入学手続完了者が入学定員に満たない場合には、追加合格による欠員補充を行うことがあります。
追加合格実施の有無及び実施する専攻・コースを、秋入試においては令和5年11月9日（木） 17時以降、春入試においては、
令和6年3月15日（金） 17時以降に本学人文社会科学研究科ホームページに公表します。追加合格候補者への連絡方法等につ
いては、「令和6年度茨城大学大学院人文社会科学研究科学生募集要項」をご確認ください。

追加合格

秋 入 試 春 入 試 令和6年 2 月16日（金）13時頃令和5年10月20日（金）13時頃

合格者発表

　入学手続きの際納付する入学料及び授業料は，次のとおりです。
　　　　入学料　　282,000円
　　　　授業料　　267,900円　（年額　535,800円）

（注１）入学手続きまでに入学料及び授業料の改定が行われた場合には、改定時から新入学料及び授業料が適用されます。
（注２）在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。

入学料については免除及び徴収猶予制度、また、授業料については免除及び徴収猶予並びに月割分納制度があります。詳細は茨城
大学学務部学生支援課に問い合わせてください。

入学料・授業料

　日本学生支援機構による奨学金制度が主であり、無利子貸与の第一種奨学金と有利子貸与の第二種奨学金の２種類があり
ます。日本学生支援機構の奨学金は、本人の申請に基づき、日本学生支援機構奨学規程により選考の上、奨学生に採用され
ると貸与されます。貸与月額は第一種奨学金は50,000円・88,000円から選択、第二種奨学金は50,000円・80,000
円・100,000円・130,000円・150,000円の中から選択することができます。
　また、日本学生支援機構大学院第一種奨学生で、在学時に特に優れた業績を挙げた者として機構が認定した場合、貸与期
間終了時に学資金の全部または一部の返還が免除されます。詳細は、茨城大学学務部学生支援課に問い合わせてください。

奨学金

進路・就職

水戸市役所、那珂市役所、常陸大宮市役所、土浦市役所、ひたちなか市役所、鹿嶋市役所、つくば市役所、牛久市役所、石岡市役所、
茨城町役場、茂木町役場、那須町役場（学芸員）、酒田市役所、佐野市役所、茨城県内公立高等学校教員、茨城県県南生涯学
習センター、水戸市議会議員

ファミリーマート、金砂郷食品、チムニー、エデン、PVHジャパン、ドンキホーテ、日本司法支援センター、朝日生命保険、アー
ネストエキスパートサービス、サンフラワー、神戸東洋医療学院孔子課堂、東急ストア、一般社団法人日本自動車連盟、昭和礦油、
アルティア、カスミ、シード、コロロ発達療育センター、東京国際人材派遣、山新、Accenture(中国支社）、佐川印刷、
Tianma  Japan、ヤマイチ、愛洋、日和サービス、ひまわりコンサルティングファーム、六島創意有限公司（海外）、私立水戸
啓明高等学校、横浜冷凍、公益社団法人とよさと病院、社会医療法人あさかホスピタル、医療法人霞水会土浦厚生病院、茨城
計算センター、上越教育大学大学院進学

　大学院で再び学び直すことを希望する社会人向けの相談窓口を設置しました。どの専門領域に出願すればよいのか等の
ご質問のある方は、下記窓口までお気軽にお問合せ下さい。

【連絡先】 場所：茨城大学人文社会科学部（担当：学務グループ）
 電話：029-228-8106　メールアドレス：hum-gakumu@ml.ibaraki.ac.jp

　なお、本研究科には、社会人、特に職業と学業を両立させようと思っている人を支援する制度があります。
　その一つは、長期履修制度です。この制度は、職業を有している等、修学に困難を抱えている学生に対して、標準修
業年限（２年）を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、課程を修了することができるものです。長期履
修学生として認められた場合、授業料は、標準修業年限分の授業料総額を、認められた一定の期間に学期毎に均分して
支払うことになります。
　もう一つは、社会人で入学後も勤務を継続する場合など、教育上特別の必要があると認められる場合、授業や研究指
導などの教育を、夜間など学生の都合に合わせた時間または時期に行うことができる制度です。夜間・休日等の授業等に
ついては、必ず出願前に、出願希望の専門領域を担当する教員と連絡をとり、対応が可能か確認を行ってください。

社会人向け相談窓口のご案内

※1：公認心理師コース以外のコースでは、リカレント専門教育選抜において受験承諾書・推薦書を提出した者は専門科目にかえて小論文の筆記試験を課します。
※2：公認心理師コース以外のコースでは、卒業見込みの者で春入試（一般専門教育選抜）を志望する場合において、志望するコースの内容に即した卒業論文・卒

業研究報告書（写しでもよい）、及び卒業論文等審査結果報告書（指導教員等の複数の署名・捺印、点数評価があるもの。書式は自由。）を提出した者は、
筆記試験を免除し、卒業論文・卒業研究報告書を審査の対象とします。

【秋入試】 令和 5 年10月 7 日（土）　【春入試】 令和 6 年 2 月 3 日（土）
【試験場】 茨城大学人文社会科学部（茨城県水戸市文京 2-1-1）

試験日時・試験場

専　攻 試験区分 試験科目及び時間割

人文科学専攻

社会科学専攻

一般専門教育選抜

リカレント専門教育選抜

留学生専門教育選抜
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リカレント専門教育選抜

留学生専門教育選抜
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専門科目
10：00～11：30

※1・※2
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面接試験 13：00～

入試情報、入学手続き等
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水戸キャンパス

茨城大学大学院　人文社会科学研究科

〒310-8512　茨城県水戸市文京2-1-1
電話 029-228-８１０６　FAX 029-228-8196

URL  http://www.hum.ibaraki.ac.jp/graduate-school/

【アクセス】
JR水戸駅（北口）バスターミナル7番乗り場から茨城交通バス「茨大行（栄町経由）」に乗車、「茨大前」で下車。
※乗車時間は約30分ですが、交通渋滞により40分以上かかる場合があります。

またはJR赤塚駅（北口）バスターミナルから茨城交通バス「茨大前行（曙町経由）」に乗車、「茨大正門前」で下車。


